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1.まえがき

本研究では,半導体レーザから出ている内在的
二次高調波(SHG : Second Harmonic Generation)の
研究を行っている.それは我々の研究室で行って

いるRb原子のD:吸収線(780.02nm)を外部波長基
準とした安定化を,現在光通信で用いられている
1.5^m帯半導体レーザに内在する二次高調波に適
用するためである.実現できればRb吸収線を用
いた安定化法がI.5岬帯半導体レ-ザの波長安
定化に適応できると考えられる.しかし, SHG出
力は基本波に比べて極めて小さい.そこで, SHG
が基本波の2乗に比例して増加することを利用し,
光フィードバック法によってレ-ザ光をレ-ザ
に戻すことにより基本波を増大させSHG出力の
増大を試みている(日.この方法はまた.半導体レ
ーザの発振スペクトル幅を狭窄化する働きもあ

り,光FSK(Frequency Shift Keying)通†引こも応用可
能である.

これまで,波長780-840nmの近赤外光のレ-
ザを用いて実験を行い.光フィードバック時にお
けるSHG出力の増大と基本波スペクトルの狭窄
化を確認してきた.今回は,更に波長1.5岬1帯の
レ-ザを用いて内在的二次商調波の観測を行っ
たので報告する.

2.これまでの耗果
図1にSHG観測のための実験系を示す.レー

ザ(LD)は駆動電流を一定とし,変動が±0.01℃以
下となるように温度制御を施す.レ-ザ光はダイ
クロイックミラー(DM)により基本波成分の反射
光と透過する観測光とに分ける.反射光はMi汀Or
を用いレ-ザ(LD)に戻して光フィードバックの
系を作る.その時Mirrorの前のCut板を出し入れ
することにより,光フィードバックのon, o汀を
行う.観測光は複数枚のショートウェ-プパスフ
ィルタ(SWPF)に通し,更に長波長成分を取り除き
フォトマルチプライヤ(PM)で受光する.この信号
は, S/Nを上げるためにチョッパーでレーザ光に
強度変調をかけ,ロックインアンプで同期検波し
て, X-Tレコーダで出力を記録する.観測光が全
てSHGであることを確認するためにロングウェ
ーブパスフィルタ(LWPF)とCut板を出し入れし,
ゼロレベルが等しくなることを確認する.
この結果を図2に示す.光フィードバックによ

ってSHG出力が増大していることが分かる.
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3. DFB型レ-ザを用いた観測

これまで使用してきた1.5jim帯レ-ザは,全て
フアプリ・ペロー型レーザであった.それはフア
プリ・ペロー型は単純な共振群構造を持っており
比較的簡単に光フィードバックを施すことがで
き,更にその効果が大きいと思われたからである
しかし,このレ-ザは多モード発振しており.光
フィードバック時における基本波スペクトルや
出力を観測することが困難であった.そこで.単
-モードでの発振が安定してnられる分布帰還
型(Distributed feedback :DFB)レーザを用いて実
験を行った.

El‖　ErTsTBa闇

DFB型レ-ザのSHG出力と基本波スペクトル
観測のための実験系を図3に示す.

sHG出力はダイクロイックミラー(DM)の透過
光を用いて図1と同様な系を組み観測する.
基本波スペクトル観測のためにダイクロイッ

クミラー(DM)と　Mirrorの間にビームスプリッタ

(BS)を置き,分けられた光をモノクロメータに入32.9pW一
射させる.この信号は, S/Nを上げるためにチョ
ッパーでレ-ザ光に強度変調をかけ,ロックイン
アンプで同期検波して, X-Tレコーダでスペクト

ルを記録する.
3.2　実験結果
図4より　DFB型レ-ザでも光フィードバック

により　SHG出力が増大していることが分かる.
図5はSHG出力の増大が得られた時の基本波ス
ベクトルであるが, SHG出力が増大した時に必ず

しも基本波スペクトルが狭窄化されてはいない.
その理由として.SHG出力の増大は戻り光がレ-
ザ-再入射される際,中心からずれることによる

反射光の影響によるものと考えられる.その場合.
基本波スペクトルは広がってしまい,中心付近の
出力も′トさくなってしまう.しかし,図6のよう
に基本波スペクトルが狭窄化された結果も得ら
れている.

4.まとめと今後の課題
DFB型レ-ザでは光フィードバックを施して

も基本波スペクトルが広がってしまうことが多
い.しかし, SHG出力が増大した時に基本波スペ

クトルが狭窄化された結果も得られている.今後
はその実験を再現し,光フィードバックの効果を
更に追究していく必要がある.
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